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学生による交流活動学生による交流活動

　篠山市内の高校生が、石巻市でさまざまな交流活動を

行いました。

この写真は、“鉢デコ”と言って、植木鉢に絵やメッセージ

を書き、地元の民生委員さんと一緒に、一人暮らし高齢者

を訪れる企画です。

共同募金
歳末たすけあい運動
平成23年度事業報告・決算
学生ボランティア特集
ファミリーサポートセンター
ご相談ください ケアマネージャーです！
Vボラナビ～ボランティアナビゲーション～
善意銀行だより
心配ごと相談日
情報ボックス
あとがき

第10次篠山市災害支援市民ボランティア第10次篠山市災害支援市民ボランティア
８月６日（月）～９日（木）石巻市（宮城県）
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　共同募金は、「地域で行われる福祉活動の中で優先して必要な額」をもとに、あらかじ
め使いみちの計画をたてることが義務づけられています。この計画に必要な総額が「県下
各市町で、本年はこれだけの資金が必要」ということであり、これが目標額となります。

・共同募金は、民間の社会福祉事業の資金として使われます。

・県単位では、社会福祉施設や県域で活動している福祉団体などに配分されます。

・前年度、みなさまからお寄せいただいた募金は、兵庫県共同募金会へ送金し、本年度、篠山市に地区福祉         

　事業費として配分され、次の事業に充当します。

平成24年度目標額

目標額とは･･･

～みなさまからの募金は地域で活かされています～

篠山市共同募金委員会

地域のみなさまへ １世帯当たりの目標額　

８,１4４,０００円
５００円

戸別募金戸別募金 街頭募金街頭募金 法人募金法人募金 学校募金学校募金
職域募金職域募金
バッジ募金バッジ募金

各家庭でのご協力を
　お願いしています

市民のみなさまに
街頭で募金を

お願いしています

法人・企業、経営者の
方々へご協力を

お願いしています

各職域において
お願いしています

小学校・中学校・高校の
児童、生徒のみなさん
にお願いしています

給 食 サ ー ビ ス 事 業

友 愛 訪 問 事 業

すこや か 会 の つ ど い 開 催

生きがい対応型デイサービス事業

福 祉 体 験 教 室 の 開 催

子 ど も 一 時 預 か り 事 業

ボランティア連 絡協 議 会 への 助 成

社 会 福 祉 大 会 の 開 催

福 祉 委 員 活 動 費

い き い き サ ロ ンへ の 助 成

心 配 ご と 相 談 所 の 開 設

広 報 紙 の 発 行

公 募 配 分 事 業

福 祉 団 体 へ の 支 援・助 成

   計 　   

1,597

485

302

50

40

87

650

365

493

49

331

1,306

400

1,081

7,236

事　業　名 金   額

（単位：千円）

配分されました

平成24年度 配分事業明細 給食サービス

広報紙の発行

千円が7,236

（篠山市社協）　TEL590-1112

地域の福祉、
みんなで参加

10月1日　12月31日▼

すこやか会のつどい

ふれあい・いきいきサロン 社会福祉大会

兵庫県共同募金会から
地区福祉事業費として

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動
みなさまのご協力をお願いします

本年も「地域の福祉、みんなで参加」をスローガンに、10月１日から全国一斉に
「赤い羽根共同募金運動」が展開されます。みなさまのご支援ご協力をよろしくお願いします。
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　篠山市社会福祉協議会では、新たな年を迎える時期に、誰もが安心して暮らせる地域づくりをめざして、

住民のみなさんが主体となって実施する、地域での支えあいや、たすけあいを目的とした活動に、歳末

たすけあい運動募金を財源として助成を行い、地域福祉の向上と活性化を図ることをめざします。

　「交流・学習活動時の募金箱の設置」や、「12月の街頭募金」にご協力いただける団体の方は、助成

金申込みの際にお申し出ください。たくさんの活動に助成を行うため、みなさまの募金活動へのご協力

とご参加をお願いします。

市内の自治会、まちづくり協議会、ふれあい・いきいきサロン、ボランティアグループ、子育て
サークル、セルフヘルプグループ、ＮＰＯ法人等で、支援を必要とする方々が地域で安心して
暮らせることをめざした歳末たすけあい運動の趣旨に沿って事業を行う組織化された団体。
　※ＮＰＯ法人が行う介護保険制度や自立支援法に基づく事業については対象外です。

(1)　地域で取り組む災害時の要援護者支援や、避難・消火・炊き出し・救命・避難所運営訓等の
　　 地域防災訓練。
(2)　地域で行う閉じこもりがちな高齢者、障がい者、子育て中のお母さん等を対象としたふ
　　 れあい・いきいきサロン（居場所づくり活動）や世代間交流事業。
　　 ※交流事業については、子どもから高齢者までを対象としますが、特に、閉じこもりがち
　　　 な高齢者、障がい者、子育て中のお母さん等、何らかの支援や見守りが必要な方が実際
　　　 に参加できるように企画してください。
(3)　一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者等、要援護者世帯への声かけや見守りを行う友
　　 愛訪問活動。
(4)　地域で行う福祉に関する学習会や住民座談会。

平成24年12月1日(土)～平成25年2月28日(木)
本年度は過去に助成を受けた回数により、以下のとおり助成金額を決定します。
1団体あたり　過去の助成回数がなし、1回、2回　上限30,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　 3回以上　上限20,000円
＊助成金額は、活動にかかる経費の90％未満です。
＊活動にかかる経費の10％は、助成金以外の寄付金、会費、参加費など各団体で確保してくだ
　さい。
＊応募の内容や件数、寄せられた募金額により助成金額を決定します。不採用や減額もありま
　すのでご了承ください。
申請書に必要事項を記入し、篠山市社会福祉協議会に提出してください。
＊申請書は社協事務所及び社協のホームページにあります。
平成24年9月21日（金）～11月30日（金）

対象団体

対象事業

実施期間
助成金額

申請方法

受付期間

1.

2.

3.
4.

5.

6.

平成24年度 歳末たすけあい運動配分事業

助成希望団体 募集!!助成希望団体 募集!!

篠山であったかい冬休みを！篠山であったかい冬休みを！篠山であったかい冬休みを！
～年末年始の短期里親さん募集～
　本年度も12月28日から1月4日まで、加古川市にある児童

養護施設「立正学園」の子どもたちが、市内の里親家庭のもと

で年末年始を過ごす「第51回短期里親事業」を実施します。

　この期間に子どもたちとのふれあいを通じて、家庭の温も

りを伝えていただける里親さんを募集します。

篠山市社会福祉協議会 地域福祉課 担当：小西佑季 TEL 590-1112／FAX 590-1123〈申し込み・問い合わせ先〉

篠山市社会福祉協議会 地域福祉課 担当：小西佑季 TEL 590-1112／FAX 590-1123〈申し込み・問い合わせ先〉

地域歳末
ふれあい
交流事業



地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
発
見
す
る

�ア
ン

テ
ナ
役

�地
域
と
社
協
を
結
ぶ

�パ
イ
プ

役

�と
し
て
の
福
祉
委
員
活
動
で
は
、
「
福

祉
委
員
連
絡
会
」
の
組
織
強
化
と
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
定
期
的
な
会
議
や
研
修
会
を

開
催
し
、
「
福
祉
委
員
通
信
」
の
発
行
を
通

じ
て
活
動
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
民
生
協

力
委
員
の
方
々
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
福

祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

市
内
各
学
校
の
活
動
支
援
と
し
て
、
福
祉

学
習
に
か
か
る
講
師
派
遣
の
費
用
な
ど
を
助

成
す
る
「
福
祉
教
育
助
成
事
業
」
を
新
た
に

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
学
校
や
担
当
の

先
生
方
と
の
意
見
交
換
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
す
。

「
地
域
福
祉
推
進
計
画
（
第
２
次
）」
を
策

定
す
る
中
で
、
篠
山
市
保
健
福
祉
総
合
計
画

策
定
と
連
動
を
図
り
、
協
働
の
取
り
組
み
と

し
て
、
市
内

19地
区
で
の
地
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
福
祉
委
員
座
談
会
を
実
施
し
、
自
分
た

ち
の
暮
ら
す
地
域
の
福
祉
課
題
を
明
確
に
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
、
本
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
ま
と
め
、
地
域

福
祉
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
福
祉
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

１
福
祉
委
員
連
絡
会
の

組
織
強
化
と
資
質
向
上

熱心に話し合う福祉委員のみなさん

２
福
祉
教
育
助
成
事
業
の
実
施

車いす体験に取り組む子どもたち

３
地
域
福
祉
推
進
計
画

（
第
２
次
）の
策
定

４
権
利
擁
護
意
識
の
醸
成

現在わが国では、東日本大震災や世界経済の影響を受け、厳しい経済・雇用情勢が続き、

住民の価値観の多様化がすすむ中、少子高齢化のさらなる進行、また単身世帯の増加等に

より介護・医療・福祉のニーズが増加しています。さらに人とひと、人と社会のつながり

の希薄化が進み、さまざまな住民の福祉・生活課題を顕在化させています。

このような中、本会は地域福祉推進の中核を担う団体として、さまざまな機関・関係者

と連携・協働し事業を展開しました。

篠山市社会福祉協議会

平成 23年度

事事事 業業業 ･･･会会会 計計計 報報報 告告告

～地域･行政との協働を実践し
“行動型社協”を目指しました～



地
域
で
の
権
利
擁
護
支
援
活
動
の
担
い
手
の

育
成
に
向
け
た
講
座
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
に
お
け
る
支
援
員
の
資
質
向
上

や
増
員
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、

広
く
地
域
の
権
利
擁
護
意
識
を
高
め
、
身
近

な
地
域
で
の
支
援
者
・
活
動
者
の
育
成
の
事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
職
員
と
本

会
職
員
と
の
協
働
に
よ
る
「
権
利
擁
護
啓
発

劇
」
を
実
施
し
、
権
利
擁
護
活
動
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
、
（
市
・
本
会
）
職
員
間
連

携
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

22年
度
の
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
引
き
続
き
、

23年
度
よ
り
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
受
託
し
、
市
内
全

域
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
括
し
て

運
営
を
行
い
、
高
齢
者
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
総
合
的
に
対
応
し
、
成
年
後
見
人
制
度

の
活
用
支
援
や
介
護
予
防
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

包
括
的
、
継
続
的
に
行
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
東
日
本
大
震
災
の
宮
城
県
内
社
協
や
、

台
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
和
歌
山

県
那
智
勝
浦
町
へ
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
地

社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
補
助
を
受
け
、
東
北
被
災
地

の
復
興
支
援
の
た
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
り
、
県
下
社
協
で
も
最
多
の
８
回
（
の

べ
２
２
４
名
）
の
災
害
支
援
バ
ス
の
運
行
、

さ
ら
に
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
や
淡
路
市

で
も
支
援
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
地
活

動
の
中
で
高
ま
る
防
災
意
識
と
、
参
加
者
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
よ
り
、
地
域
で

の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

権利擁護支援の啓発劇のようす

５
篠
山
市
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託

６
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
実
践

災害復興支援活動（東松島市）

平成23年度

社会福祉事業会計
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仮設住宅集会所での交流の様子

篠
山
市
災
害
支
援
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活 動

報 告

　　

現
地
で
の
活
動
１
日
目
は
、石
巻
市
で
も

被
害
の
大
き
か
っ
た
門
脇
、南
浜
地
区
を
視

察
し
た
後
、地
元
協
力
者
宅
の
倉
庫
を
借
り

て
、鉢
植
え
に
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

飾
り
つ
け
し
、そ
れ
を
持
っ
て
民
生
委
員
と

と
も
に
要
援
護
者
宅
を
訪
問
ま
し
た
。鉢
植

え
を
も
ら
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
は「
遠
く

か
ら
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う

言
葉
が
か
け
ら
れ
、被
災
者
の
方
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
、
今
求
め

ら
れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、南
境
第
７
仮
設
住
宅
集
会
所

で
、
被
災
者
の
方
と
一
緒
に
体
操
を
し
た

後
、被
災
時
の
状
況
や
防
災
に
つ
い
て
の
心

得
、今
の
生
活
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、「
つ
ら

い
体
験
を
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
私
た
ち

に
話
し
て
く
だ
さ
り
、震
災
の
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
し
、篠
山
に
帰
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
に
自
分
の
言
葉
で
感
じ
た
こ
と
を

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
」
と

い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、午
後
は
、

南
境
ち
び
っ
こ
広
場
に
て
、地
元
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
水
遊
び
を
し
、参
加
者
は
力

い
っ
ぱ
い
遊
び
相
手
と
な
っ
て
、た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　　

被
災
地
の
方
と
の
交
流
を
通
じ
、遠
く
離

れ
た
篠
山
で
も
被
災
地
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、

と
も
に
考
え
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
る
こ
と
や
、被
災
地
の
方
の
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
姿
か
ら
、震
災
を
経
験
し
て
い

な
い
私
た
ち
も
学
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
地
域
福
祉
課　

奥
山
彩
子
）

　　

活
動
１
日
目
の
午
前
は
第
10
次
同
様
、現

地
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。門
脇
小
学
校

周
辺
で
営
業
し
て
い
る
被
災
さ
れ
た
方
と

お
話
が
で
き
、
亡
く
し
た
家
族
へ
の
思
い
、

こ
れ
か
ら
の
石
巻
へ
の
思
い
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

お
昼
前
に
は
現
地
で
支
援
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
の
お
宅
で
、一
緒
に
お
昼
ご
飯
を

作
り
な
が
ら
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。篠
山
市
民
か
ら
善
意
で
頂
い
た
材
料

を
使
っ
た
黒
豆
ご
は
ん
は
、被
災
地
の
方
に

と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
が
終
わ
っ
た
後
は
、被
災
後
も
ず
っ

と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
現
地
の
方
を
癒
す

べ
く
、
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
お
話

を
し
ま
し
た
。中
に
は
お
孫
さ
ん
を
亡
く
し

た
方
も
お
ら
れ
、話
の
中
で
涙
を
流
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
地
の
方
は
「
今
日
は
こ
ん
な

ふ
れ
あ
い
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。何
か
お
返
し
が
し
た
い
」と
話
さ
れ
、お

礼
に
『
石
巻
復
興
節
』
と
い
う
踊
り
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
と
し
て
、

こ
ち
ら
か
ら
も
デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

活
動
２
日
目
は
や
っ
ぺ
す
隊
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、仮
設
住
宅
の
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
を
対
象
に
し
た
住
民
間
交
流
会
に
参

加
し
ま
し
た
。学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
子
ど

も
た
ち
と
交
流
し
、
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
て
仮
設
住
宅
を
一
軒
ず
つ
訪
問
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
ま
で
の
活

動
と
異
な
り
、被
災
し
た
人
々
と
の
交
流
に

重
点
を
置
い
た
活
動
で
、参
加
し
た
学
生
は

「
交
流
が
支
援
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
地
の
人
と
ふ
れ
あ
い
、
ゆ
っ

く
り
話
す
機
会
を
持
っ
た
こ
と
で
、「
被
災

し
た
方
を
励
ま
す
つ
も
り
で
参
加
し
た
が
、

逆
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」、「
以
前
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
に
参
加
し
た
が
、今
回
現
地
の

方
と
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
く
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」な
ど
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
は
、こ
れ
か
ら
も
継
続
的
か
つ

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
が
必
要
で
す
が
、支

援
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、同
じ
目
線
で
の

関
わ
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
お
互
い
が
理
解
し
合
い
、絆
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
、
よ
り
深
く
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
地
域
福
祉
課　

荻
野
幸
紀
）

　

第
10
、
11
次
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
て
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
す
る
高
校
生

以
上
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
支
援
活
動
前
の
７
月
30
日
（
月
）
に
は
、
宮
城
県
石
巻
市
で
支
援
活
動
を
し
て
い
る
兼
子
佳
恵
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
復
興
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）
を
篠
山
へ
招
き
、
参
加
者
に
被
災
地
の
現
状
や
支
援
の
状
況
を
報
告
い
た
だ
き
、
現
地
で
行
う
支
援
活
動
に

つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、同
法
人
に
は
、現
地
で
の
活
動
の
調
整
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

マッサージをしながらいろいろな
お話を聞かせていただきました



ファミリーサポートセンター 篠山市ファミリーサポートセンター 担当  林 直美

問い合わせ先　　590-1388  FAX 590-1123

ファミサポ活動中におじゃましましたファミサポ活動中におじゃましました

社協ささやま 第80号7

　当事業所は平成12年４月１日に介護保険が誕生

すると同時に開設し、以後介護保険と共に事業をす

すめて来ました。

　今年４月の職員移動後、現在５名の介護支援専門

員（ケアマネジャー）が勤務しています。

　仕事内容は、介護保険の認定を受けた方と契約後

にご本人やご家族から「自宅で介護保険のサービス

を使いたいがどんなサービスがあるの？」「自宅でこ

れから介護をどうしたら？」などお話を聞かせて頂

きながら、ご本人に合った様々なサービスを提案し

ます。

　又、サービスを使い始めた後も定期的に自宅へ訪

問し、ご家族やご本人からサービスを使っている状

況や感想を聞かせて頂きながら調整を行っていきま

す。

　介護サービスは色々あり、自宅へ訪問してもらう

訪問系サービス、施設に通って受ける通所系サービ

ス、平成17年に新設された地域密着型サービスがあ

ります。最近は短期間、施設に泊まるショートステイ

を活用される方も多くなって来ました。

　手すり等を取り付ける住宅改修支給や車イスや歩

行器などレンタル出来る福祉用具貸与も介護保険で

使えるサービスです。

　介護保険サービスの活用方法は、その方に合った

色々な方法がありますのでご相談下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　（太田　裕子）

～３人並んでティータイム～

～みんなで記念撮影～

介護支援専門員一同

～ビー玉が転がる積み木で遊ぶ～

ご相談ください ケアマネジャーです!ご相談ください ケアマネジャーです!ご相談ください ケアマネジャーです!ご相談ください ケアマネジャーです! 篠山市社会福祉協議会 居宅介護支援事業所

問い合わせ先　　　590-1227

　８月のある日、「久しぶりにファミサポをお願いしようと思うんですけど…。」とお電話がありました。いつもお

願いする両方会員さんにすぐ確認の連絡をすると、「大丈夫ですよ～。」とお返事が返ってきました。「子どもたちも

楽しみにしています…　」　活動中のようすを取材させていただきました。

　８月のある日、「久しぶりにファミサポをお願いしようと思うんですけど…。」とお電話がありました。いつもお

願いする両方会員さんにすぐ確認の連絡をすると、「大丈夫ですよ～。」とお返事が返ってきました。「子どもたちも

楽しみにしています…　」　活動中のようすを取材させていただきました。

ずっと上機嫌で、こちらまでずっ
と笑って過ごせました。
（夏休みで初めてかも・・・（笑））
よくしゃべって、よく笑って楽し
いＤくん、最高です。
久々に会えて楽しい１日でした。
ありがとう！（報告書より）　　
　　　　　　両方会員　Ｙさん

いつも気軽に利用させ
ていただいています。
報告書を読むのが楽し
みなんです。また、うち
にも遊びに来てね。
��　��依頼会員�Ｎさん

お母さんのお迎えの後も、しばらく遊びは続き、夏休み
で家にいたお兄ちゃんたちとたっぷり楽しみました。
帰りの車でバタンキュ‐ＺＺＺ・・・だそうですよ。
お兄ちゃんたち、おつかれさま（ファミサポ）
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篠山産業高校生が和歌山県那智勝浦町で
災害ボランティア活動を行いました
Ｖボラナビ  ボランティアのいろいろをココから発信！！　ボランティアナビゲーション

問い合わせ先　　590-1112　担当　篠山市社会福祉協議会  ボランティアコーディネーター　小村美晴

「サマーボランティア体験」を
実施しました

　７月～８月の夏休み期間中、市内の高校に通う学生を対象に、「サマーボランティア体験」を実施しました。６つ

のコースに分かれ、延べ44名の高校生のみなさんがさまざまなボランティア体験を行いました。

　８月３日（金）には、篠山市立中央図書館において車いす体験を行いました。当日は９名の参加があり、図書館の

スタッフの方にもご協力いただき、車いすで図書館を利用したときを想定し、館内を移動し本を借りたり、障がい

者用トイレを利用する体験をしました。

　参加した学生からは、「介助者とのコミュニケーションが必要だと感じた」「車いすに乗っていると低い段にある

本が取れなかった」「車いす利用者の大変さがわかった」などの意見がありました。

　また、車いす体験の後、アイマスクをつけて点字本を読んだりデイジー図書の体験を行いました。デイジー図書

とは、視覚障がい者のためのデジタル録音図書です。デイジー図書専用の録音・再生機の使い方を体験しました。

　学生のみなさんは、点字本やデイジー図書を見ることが初めての方が多く、「点字はとても難しく感じた」「デイ

ジー図書は頭出しが細かくできて便利だと思った」という意見がありました。

　今回のサマーボランティア体験を通じて、学生のみなさんにはたくさんの学びや気づきを得ていただけました。

今後も社会福祉協議会ではボランティア活動参加のきっかけになるような講座を開催していきます。

アイマスクをつけて点字本を読む

車いすで通路を移動

カウンターで本を借りる

デイジー図書を再生
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善意銀行だより
(敬称略)7・8月分

－ 金銭預託 －

－ 物品預託 －

お 知 ら せお 知 ら せ

   下記のとおり相談日を設けています。お気軽に
ご相談ください。

第１･３･５金曜日 9:00 ～ 11:30

＊当日が祝日の場合は、翌週に開催します

・丹南健康福祉センター

第２･４金曜日 9:00 ～ 11:30

・篠山市民センター

４･８･12 月　第３木曜日 13:30 ～ 16:00

・城東公民館

５･９･１月　第４木曜日 13:30 ～ 16:00

・ハートピアセンター

６･10･２月　第１木曜日 13:30 ～ 16:00

・西紀支所

７･11･３月　第１木曜日 13:30 ～ 16:00

・今田まちづくりセンター

心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日

ご協力ありがとうございます!
　篠山市社会福祉協議会では、「東日本大震災 救援募

金」においてみなさまの熱い思いとしてお預かりした

募金を中央共同募金会を通して、被災地へお届けしま

す。

今後も引き続きご協力をお願いします。

7,242,824円
(244件)

※8月31日現在

義援金総額

松本美千代（7、8月）（井ノ上）

藤木千晧（7、8月）（小中）　　

井関道夫（曽地奥）　　　　

前田ふみ子（西新町）　　　

T.O（7、8月）（小多田）　　　

匿名

6,000円

40,000円

20,000円

5,958円

20,000円

1,393円

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・・

善意の預託・・・・

　・・・・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・給食サービス

　・・・・・・高齢者福祉施設、障がい者福祉事業所

　・・・・・・高齢者福祉施設、障がい者福祉事業所

・・・・・・東日本大震災篠山市災害支援市民ボランティア炊き出し

・・・・・・介護サービス利用者宅

　・・・・・・給食サービス

篠山市の福祉指標 　8月末現在

篠　山

城　東

多　紀

西　紀

丹　南

今　田

合　計

地　区 人口 (人) 高齢化率 増減 増減

28.4%

35.1%

39.9%

28.0%

24.1%

27.8%

28.2%

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

→

→

↑

→

↑

→

↑

3,728人

1,260人

1,386人

1,226人

3,848人

1,048人

12,496人

 

12.4%

8.7%

8.2%

12.9%

13.4%

10.9%

12.1%

1,634人

312人

285人

566人

2,143人

410人

5,350人

13,132人

3,586人

3,473人

4,384人

15,996人

3,775人

44,346人

65歳以上
人口(人)

年少率
14歳以下
人口(人)

芦田富基子（7、8月）（今田町芦原新田） 鉢植えの花16鉢

飯田成代（7、8月）（垣屋）　折り紙細工

西澤昭美（7、8月）（栗柄）　折り紙細工

数元とみ子（草野）　ピーマン13㎏

杉本　稔(大沢新)　じゃがいも60㎏

小谷重二（知足）　じゃがいも74㎏、ねぎ1.5㎏、大根5㎏、

　　　　　　　　キャベツ１玉、ししとう3.9㎏、

　　　　　　　　枝豆3.6㎏

園田商店　大山スイカ３玉

（農）真南条上営農組合　丹波の赤じゃが210㎏

中島大祥堂　丹波工場　わらび餅10,080個

（株） 阪本屋　米７㎏、黒豆ご飯の素25袋

匿名　すだれ150枚

匿名　じゃがいも22.5㎏

法人会費にご協力いただき
ありがとうございました

平成24年７月４日～８月３日（敬称略）

　株式会社 大市住宅産業
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篠山市ファミリーサポートセンター

情 報 ボ ッ ク ス

あ
と
が
き

　

１
９
６
９
年
７
月
20
日
、
人
類
初
の
月
面

着
陸
に
成
功
し
た
米
宇
宙
船
ア
ポ
ロ
11
号

の
元
船
長
、
ニ
ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

氏
が
先
月
亡
く
な
り
ま
し
た
▼
月
の
大
地

を
踏
み
し
め
た
第
一
声
は
、「
一
人
の
人
間

に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩
だ
が
、
人
類
に

と
っ
て
は
大
き
な
飛
躍
だ
。
」
▼
し
か
し
、

ニ
ー
ル
氏
は
帰
還
後
、
自
分
一
人
だ
け
が
英

雄
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、「
た
だ

自
分
の
仕
事
を
し
た
だ
け
」
と
さ
ら
り
語
っ

て
い
る
▼
ニ
ー
ル
氏
の
謙
虚
な
姿
勢
と
ア

ポ
ロ
船
員
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
職
員
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
姿
勢
は
、
と
き
は
流

れ
て
も
、お
手
本
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
畑
中
寿
）

と 　 き：
と こ ろ：
講 　 師：
材 料 費：
持 ち 物：
託 　 児：
申込締切：

平成24年11月15日（木）10：00～11：30
四季の森生涯学習センター　東館
Natural Backyard 代表 足立伸也さん
500円
エプロン・紙袋
あり(10名まで要予約)
11月8日（木）

と 　 き：

と こ ろ：
講 　 師：
材 料 費：
持 ち 物：
定 　 員：
託 　 児：
申込締切：

平成24年10月23日（火）
10：00～13：00
篠山市民センター　研修室3
篠山市健康課 栄養士　藤井八恵子さん
500円程度
エプロン・三角布
20名
あり（10名まで要予約）

10月16日（火）

と 　 き ：

と こ ろ ：

参 加 費 ：

対 象 者 ：

平成25年1月12日（土）11:00～17:45

神戸国際展示場 コンベンションホール（全大会）

神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス

（分科会）

3,500円（昼食代・懇親会費用は含まれず）

校区や自治会など小地域を基盤とした地域福

祉、ボランティア活動に興味のある方

　木を使った手作りポットにハーブを
植えます。木は水分を含み、気候に合わ
せて変化します。水を含んだポットは、必要に応じ
て土に水分を与えてくれます。
　好みの色の着色も可能。お話ししながら楽しく
手作りポットを作りましょう。

　篠山には名産と呼ばれる様々な食材があります。
特に秋はその味を求めてたくさんの人が、篠山を訪
れる時期。
　その篠山の食材を使って子どもがよろこぶ郷土
料理を紹介します。実習の後は、参加者のみなさん
で出来あがったお料理をいただきます。

「子どもの栄養と郷土料理」

「ハーブのミニポット作り」

交 流 会（全会員対象）

第3回 フォローアップ講習会（全会員対象）

と　き：

ところ：
定　員：
利用料：
申込締切：

10月18日（木）・11月20日（火）
※10：00～12：00（受付9：45～）
11月８日(木)
※この日のみ13：30～15：30（受付13：15～）
四季の森生涯学習センター東館　和室（2F）
10名（生後6ヵ月～就学前のお子さん）
子ども１人につき　１回500円
各実施日の１週間前までにお申し込みください

※利用には申し込みが必要です。
※定員になり次第、締め切らせていただきます。
※利用には申し込みが必要です。
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

子ども一時預かり“かんがるー”子ども一時預かり“かんがるー”　子ども一時預かり“かんがるー”　

～詳しくはファミサポまで～

篠　山
多紀･城東
西　紀
丹　南
今　田

11/16(金)
11/22(木)
11/10(土)
11/ 9 (金)
11/15(木)

ユニトピアささやま
ユニトピアささやま
アルパイン・ローズ・ビレッジ
ぬくもりの郷
ぬくもりの郷

篠山市社会福祉協議会　担当：松本ますみ　TEL590-1112
〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉

下記URLより申し込んでください
『http://www.with-kobe.or.jp/summit』
※定員3,500名に達した時点で受付を終了しますので、お早めにお申し込みください

〈開催要項申し込み〉〈開催要項申し込み〉

「すこやか会」のお知らせ「すこやか会」のお知らせ
　70歳以上の一人暮らし高齢者、および給食サービス利用者
の方を対象に、孤立感の解消や仲間づくりを目的に「すこやか
会」を開催します。
　当日は、聞いてためになる講話やアトラクション、昼食会な
どで、お楽しみいただきます。
　案内は地区福祉委員さんを通して行いますので、多数ご参
加ください。

　昔ながらの「縁」や新しいスタイルで紡ぐ「縁」から生まれる

地域活動の可能性を住民、活動をしている人、専門職、活動に

興味があって、まさに一歩を踏み出したいと考えている人…み

んなで話をしてみませんか。「縁」をつむぐ、「誰もが参加でき

る」は、これからの地域福祉推進のキーワードです。ぜひ皆さ

んのご参加をお待ちしております。

第３回

申し込み・問い合わせ先

地区　　　　日程　　　　　場所

福祉活動サミットin KOBE･ひょうご
第6回 全国校区・小地域

篠山市ファミリーサポートセンター
TEL 590-1388　担当  林　直美
篠山市ファミリーサポートセンター
TEL 590-1388　担当  林　直美

※汚れてもいい服装でお越しください※汚れてもいい服装でお越しください




